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まだ疑問も残る。
と，ここまでまとめてみたところで改めて調べ直した

ら，日本に入ってくる前から既にこの意匠にネギが紐付
けされていたという説を見つけてしまった。平安時代の

「楊
ようしかんごしょう

氏漢語抄」という当時の漢語解説書の中の記述として「葱
台は橋の両端にある柱で，頭の形がネギの花に似ているので
そう称される」と解説されていることを示した久保（1967）
は，今の擬宝珠の意匠を指す語として「葱台」という表現が
当時すでに中国で使われており，ネギへの関連付けは中国か
ら伝わったとし，伝来後，葱宝珠→擬宝珠と，通説とは逆の
順番に漢字が変化したとしている。ただし，葱台あるいは擬
宝珠に相当する意匠が中国の文献や絵画に余り見つからない
点については再検討の余地ありとしている。

更にもう一つ，葱花輦についても，先ず奈良時代に中国か
ら葱花輦が導入され正式な輦として用いられ，その後，葱花
輦より格の高い正式な乗り物として，鳳輦が天皇専用に新た
に作られたという，これも通説とは逆の順番になる説が最近
出てきた（藤澤 2017）。

これらの情報を目にして以来，私も急にこちらの説に傾き
始めている。しかし，これらを確認するには唐時代の中国に
おけるネギ花状意匠の使用例を渉猟する必要があり，私の調
査もここまでが限界のようだ。

５．世界に目を向けると，，，

そういえば，この形，時節柄マスコミでよく目にするよう
になったクレムリンの建物の中にもある。確かに，ロシア正
教会の塔のドームの形にはネギ花状のデザインが多くみられ
るし，北欧の木造教会等，キリスト教世界にもネギ花状のドー
ムを持つものが少なくない。同様のドームはイスラム世界の
モスクの屋根にもあり，有名なインドのタージマハルもそう
だ。つまり，世界に広く共通して，ネギ花状の意匠が宗教横
断的に用いられているのだ。海外では，その形状から球根状
ドーム（bulbous dome もしくは onion dome）と称されて
いる。ただしこの場合，あくまでも形状からの見立てで，ネ
ギやタマネギと関連付けられているわけではない。これらの
ルーツを明らかにできるものは現在残っていないが（Block 

2013），もともとインドに起源を発するストゥーパ（仏塔）
の卵形ドームと石窟寺院にみられる尖った馬蹄形ドームとが
組み合わさったデザインが，7 世紀以降にシリアで誕生し，
それがベースとなって 13 世紀にロシアで木造建築として造
られ始めたのが起源とされていて（Born 1943），だとする
と，意匠としてはやはり仏教がルーツということになるよう
だ。時代考証的には，シリアで onion dome の原型ができ
あがった時期は，わが国でネギ花状の意匠が用いられるよう
になったのと同じ頃であろうと推測できる。今後，これらの
起源について中国やインドにも広げて探索する必要があるよ
うだが，わが国の擬宝珠等も含め，これら世界に共通したネ
ギ花状の意匠の起源はインドの仏教である可能性が高い。

本稿の特に後半部をまとめるにあたり，京都府立大学名誉
教授藤目幸擴先生， ( 株 ) トーホク育種部小笠原慧さん，そ
して名古屋園芸雑花園文庫から貴重な情報や資料・写真をお
寄せいただきました。また，農研機構東北農業研究センター
の塚崎光，木幡裕介両氏からも写真の提供を受けました。同
じく東北農業研究センター図書室の中村明子さん，そして福
島県立図書館一般資料チームの石川さんはじめ皆様には情報
収集にあたりたいへんお世話になりました。この場を借りま
して皆様に感謝申し上げます。
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昨年の 5 月，県で一番大きいといわれる K 川の土手を歩い
ているときそれを発見した。発見したなどというと大げさだが，
その一群が繁茂していたのである。思わず 1 本ぽきりと折り
取ってしがんでみた。ただ酸っぱいだけであった。これが半世
紀ぶりに口にしたスカンポであった。

その前は一気に学生時代にまで遡る。ワンダーフォーゲル部
で先輩について山を歩くとき，のどが渇いてもその当時はなか
なか水が飲めなかった。そんなとき川沿いの道に生えていたス
カンポを折り取ってしがんだ。先輩は咎めもせずその酸味が喉
を癒してくれる，と言ったものであった。

スカンポとの最初の出会いは小学校の低学年頃だったかと思
う。当時，街には住んでいたが，周りにはまだまだ田んぼや畑
があった。近所にはもう中学校に上がっていたかと思う兄貴分
の M がいた。ある時，遠征と称してずいぶんと遠くまで出か
けた事があった。歩き疲れて「喉が渇いた」というと，兄貴分
の M が「これをかじってみな。ほんまはな，折ったとこに塩
を付けるとうまいんや」といって折り取ってくれたのがスカン
ポであった。

それから間もなくか何年かしてからか覚えていないが，小学
校の音楽の時間に「すかんぽの咲くころ」という唱歌を習った。

  　「土手のすかんぽ　ジャワ更紗　昼は蛍が　ねんねする　僕ら小学一年

生（原詩は尋常科）　今日も通って　また戻る　すかんぽ　すかんぽ　川

のふち　夏が来た来た　ドレミファソ」（詩：北原白秋，曲：山田耕筰）

「一年生」のところは「六年生」だったかもしれないが，「ジャ
ワ更紗」の何たるかも知らず，スカンポは蛍が寝るところなの
だと思いながらも，あの時に食べた蛍の寝床がスカンポだった
のだと知るには，さらに年が過ぎてからであった。

スカンポは「スイバの別名」であり「イタドリの別名」でも
ある。半世紀以上前のスカンポを思い出すのは無理があるが，
学生時代や昨年の 5 月に出会ったスカンポは，葉の付き方か
らすると「スイバ」であった。

スイバはタデ科ギシギシ属の多年草。北海道から九州までの
畦畔，土手，道端などに普通。背丈は 50cm から 80cm ほど，
大きくなると 1m にもなる。茎葉はところどころ赤みを帯び，
根生の葉は矢尻形で，上部の葉は茎を抱く。茎や葉を口に入れ
て噛むと酸っぱいので「酸

す

い葉」と名付けられた。雌雄異株で，
雄株は黄色っぽい淡紫色の小花，雌株は淡紅紫色の小花を穂状
につける。北原白秋は，この花が川の土手に群生して咲くのを
見て「ジャワ更紗」を連想したのかもしれない。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一酸い葉（スイバ）田畑の草
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